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要 旨

太陽光発電の発電量増加には、太陽電池の光電変換効率向上と、太陽電池への入射光制御が有効である。
本研究開発は、太陽電池への入射光制御の改善として、わずかな温度差で放出水素圧が変化する水素吸蔵
合金を利用して無電源で自律駆動する太陽追尾システムの実用化を目指し、試作及び動作実験を行った。
設置場所が降雪地で、低温低日射量の冬季期間で実験条件が悪いにも関わらず、追尾の動作を確認し発電
量増加も認められたことから、水素吸蔵合金を用いれば特別な電気的制御を必要とせずに無電源で太陽を
追尾することを実証した。
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１．はじめに
太陽電池は広く知られているように、一般的に

南向きで、緯度に合わせた角度で設置すると効率
が良いとされている。実際には太陽は東から西へ
と移動するので、常に理想的な配置で発電するに
は、太陽の日周運動（設置地面を基準に水平方向）
と高度（設置地面を基準に仰角方向）に合わせて
太陽電池の向きを変える必要がある。つまり、太
陽を追尾すれば発電量を増加させることが可能で
ある1）。既存の太陽追尾装置は、追尾動作を予め
プログラムするか日射センサで太陽位置を検出
し、モータ駆動で太陽電池の向きを変えており、
制御のために常に電力を消費する。これに対して、
本研究開発が目指す太陽追尾システム2）は、わず
かな温度差で放出水素圧力が変化する特徴を持つ
水素吸蔵合金（以下、MH：Metal Hydride） 3,4）を、

太陽光の輻射熱で暖めることで駆動に必要な圧力
を得るので、電力を必要とせず（エネルギーコス
トゼロ）、さらに特別な制御装置を必要としない
シンプルな構造で、既存装置と比較しローコスト
で太陽追尾を実現できる可能性がある。無電源太
陽追尾原理の実用化検証を目的に、発電増加効果
の高いとされる水平方向を追尾するシステムを試
作し動作実験を行った。

２．水素吸蔵合金アクチュエータと追尾原理
温度によって水素を吸蔵・放出する MH を利用
すれば、図1下部に示す温度変化に応じた圧力で
動作する水素吸蔵合金アクチュエータ（以下、
MHA：Metal Hydride Actuator）を、MH を入れ
た容器（以下、MH 容器）2個とピストンシリンダで
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に、仰角固定の水平方向追尾システムを試作し動
作実験を行った。その結果、日射量の少ない冬季
間でも、太陽を追尾したことで原理が実証され、
発電量も増加することが認められた。今後、夏季
の発電量増加効果の検証、仰角方向追尾機構検討
などや、製品化に向けたコスト試算等を進める予
定である。
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